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ロテストとの間には，ほとんど差がなく，高い相

関を示すという結論を得た．

6・血中サイロキシン（T4）RIA　Kitの基礎的検討
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　血中T・は，comPetitive　Proteine　binding　assay

（CPBA法）で測定してきた．しかしCPBA法は

使用する血清量が多く，T4を抽出する必要があっ

た．今回われわれは，血清量が少なく，さらに操作

が簡単で多検体処理可能なNML社製T4　Radio－

immunoassayキットの基礎的検討ならびに，他社

キットとの比較検討をした．本法の感度，精度およ

び再現性をけみした結果，（1）water　blanch，　plasma

blanckは測定感度以下，（2）Inter　assayは8．08±

0．43μ9／d1とintra　assayでは8．10土0．24μ9／d1，（3）

T4の添加実験は，相関関係γ一〇．99x＋0．47（γ＝

0．95）．（4）本法と他社キットを比較しても，大差は

ない．以上本法は，使用血清量も10μ1非常に微

量であり，感度，精度および再現性も良好で，他

社キットと比較しても良好な相関関係が得られ，

ルーチン検査として，十分使用できるとの結果を

得たので，報告した．

7．Tetra・Tab・RIAの使用経験
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　再現性について．CVをみると3．4～7．4％で比

較的良好であった．回収率は，85．9～103・0％であ

った．溶血血清は，いく分低値を示した．

　Incubate温度について15．24°Cで標準曲線，

Sampleともにほとんど一致し，5．30°Cでは高濃

度域で低値を示したが，測定値は少差であった．

　Incubate時間について30～90分でほとんど一

致し，120分で標準曲線がゆるやかになる傾向を

示したが，測定値は，ほとんど一致した．

　Thyopac　4との相関γ一〇．95，　T4　R　IAPACとで

はγ一〇．98で，わずかにTetra　Tab　RIAが高値を

示した．

8．201Tl－cholorideによる甲状腺シンチグラフィー

　　の臨床経験
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　2°1Tlは心筋スキャン剤として開発された薬剤

であるが，最近，腫瘍にも集積するといわれてお

り，特に甲状腺腫瘍に好成績が得られたとの報告

がある．私どもも甲状腺疾患患者15例にっいて

検討を行なった．2°1Tlの集積に関する成績は，

悪性甲状腺腫については8例中6例に，良性にっ

いては7例中4例に異常集積が見られた．つまり

頻度では両者間に大差は見られなかった．したが

って異常集積の有無で良性と悪性の鑑別はできな

いといえる．しかし，悪性甲状腺腫8例中4例に，

頸部リンパ節および胸腔内の転移巣と思われる部

位に異常集積が認められた．結論として，2°1Tlは

骨および骨髄への集積がほとんどないという利点

も加わって，頸部ないし縦隔部の転移巣の検索に

役立つのではないかと考えられる．

（熊大・放）

　Tetra　Tab　RIAによるT4測定のために，二，

三の基礎的検討をおこなった．用いたSampleは

T4濃度の異なるpool血清で，各検体ごとに三重

assayをおこなった．
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